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東海地域びんリユース推進協議会
◎目的
東海3県（愛知・岐阜・三重）におけるびんリユースを推進し、
これが地域の様々な課題の解消に貢献する方策を検討・
実践することを目的とする。

◎構成員
・中部壜商連合会
・中部リサイクル運動市民の会
・名古屋市立大学・名城大学
・愛知県酒造組合
・びんリユース推進全国協議会
・新日本流通株式会社
・環境省中部地方環境事務所
◎オブザーバー
・愛知県
・名古屋市



持続可能な社会に向けて東海地域
びんリユース推進協議会が目指す姿

環境
廃棄物削減・CO2削減

地産地消
材料の生産・消費を

地域の中で

雇用の創出
リユースびんの分別等
障がい者等の社会参加

リユース

(1)地域課題を解決

するツールとして
の”リユース”

(2)ソーシャルビジネ

ス（の性格を兼
ね備えた）ビジネ
スモデル



25年度
• びんリユース関連事業者へのアンケート

• びんリユース推進シンポジウム

• 東海地域びんリユース推進協議会準備会設立

26年度
•東海地域びんリユース推進協議会設立

•リユースビジネスモデルの検討と検証

•上記ビジネスモデルの実証実験（酒蔵・飲食店・壜商）

27年度 • 26年度試行モデルの課題の検証 →本格実施

• リユースを核とした地域経済・雇用拡大のあり方再考

• 27年度本格実施モデルの課題の検証→拡大・定着へ

•東海地域リユースビジネスモデルの展開

環境（廃棄物・CO2）の観点から

環境×経済（地産地消）の観点から

環境×経済×社会（雇用の創出）の観点から

28年度

29年度 •先の実証実験結果の総括と次の展開に向けた論点整理

•東海地域リユースビジネスモデルの展開に向けた組織強化

環境×経済×社会（雇用の創出）の観点から



活動内容一例（実証実験）

料飲店に協力を依頼してリユースびん
を使った商品を置いてもらいました



活動内容一例（ワークショップ）

料飲店に協力を依頼し、リユースびんを使用
したお酒を飲みながら議論を交わしました



これまで（4年間）の活動で
できたこと・できなかったこと
できたこと

・シンポジウム・WS等の

開催

・実証実験

・名城大学の学生サーク

ルや名古屋クラウドとの

交流

・マスコットの開発

・納屋橋夜イチでのリユー

スPR活動

できなかったこと

・協議会に卸業者を取込

むこと

・実証実験モデルの拡大

と本格的展開

・空きびん回収のシステ

ムの構築

・活動の情報発信のツー

ル開発



・実証実験を行ったが、空きびん回
収のシステムが構築出来なかった

・卸業者の協力が得られなかった

・卸業者にとって、びんリユースは
現状では経済的にメリットがない

なぜ？

なぜ？



・活動の情報発信のツール開発が
できない

・「見せ方」のアイデアが貧弱
・情報発信の対象が多様である

・協議会の組織構成がまだ不十分
・資金確保が十分にできていない

なぜ？

なぜ？



次の展開に向けて
全国協議会との連携

• 東海地域から全国協議
会ボードメンバーに参
画し、より緊密な推進
体制を図る

• 他の地域の先進取組
の研究と経験交流の活
発化を図る

• 資金確保面での協力

情報発信

• びんリユースに関する
情報発信のツールがで
きていない

• 情報の「見せ方」のアイ
デアが貧弱

• 卸売業者をはじめとす
る多様な主体の参画が
まだ不自由分

上記２つの論点は「名古屋モデル」「東海モデル」の本格展開の
ために不可欠
リユースの「メリット」って何？情報発信の方法は？これを明確
にしなければならない！


